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	各低騒音舗装の騒音低減効果を効率よく検証するためには、供試体を用いた室内試験法が、試験舗装による方法よりも、精度や時間、費用などの面で合理的である。
	試験法の効果を検証するため、土木研究所構内の路面騒音検定施設の検定路面にてRAC車で測定した騒音値とゴム板転倒試験法の測定結果を比較したものを図-2に示す。検証した路面は、密粒度（13mmTop）、ポーラスアスファルト舗装（5mmTop，13mmTop）である。同図より、データ数は少ないものの、両者は良い相関にあるといえる。
	したがって、ゴム板転倒試験法はRAC車と同等の騒音評価を簡易に行うことができる試験法であり、実路においても適用可能な試験法と判断される。
	アスファルト混合物については、密粒度が最も騒音値が大きく、粗面型SMA、ポーラスアスファルト舗装の順に騒音値が小さくなる傾向が得られた。また、最大粒径が小さく、空隙率が大きい混合物ほど騒音値が小さくなる傾向である。これらの傾向は、従来報告されている傾向と同様であり、ゴム板転倒試験法により騒音低減機能の評価が可能であることを示唆している。
	また、マイクロサーフェシング等の表面処理工法は騒音を低下させるのに有効であること等が伺える。
	多孔質弾性舗装については、ゴムの配合割合が多いほど騒音値が小さくなる傾向が得られた。
	また、コンクリート舗装は、一般的に密粒度アスファルト舗装より騒音が大きいと言われているが、骨材露出コンクリート及びポーラスコンクリートは、ポーラスアスファルト舗装と同等程度の騒音低減機能を有していることがわかる。
	ゴム板転倒試験法により、各種の低騒音舗装の騒音低減機能を評価しうることが前節で明らかになった。そこで、2.2.2の結果をもとに、アスファルト系（密粒，排水性，粗面型SMA）にて測定された騒音値を各要因（骨材の最大粒径，連続空隙率，路面のきめ深さ（MPD：Mean Profile Depth）に対して重回帰分析を行った。以下に重回帰分析結果を示す。
	重相関係数：R：0.93
	Y＝0.267X1－0.189X2－0.923X3＋91.7
	ここに
	Y：騒音値（dB(A)）、X1：最大粒径（mm）、
	X2：連続空隙率（％）、
	X3：路面のきめ深さ（MPD）（mm）
	図-4に各要因が騒音に与える影響を示す。図から騒音に対しては、最大粒径がプラス側（大きくなる）要因であり、連続空隙率とMPDがマイナス側（小さくなる）要因であることがわかる。なかでも、最大粒径の影響が最も大きいことがわかる。騒音を低減するためには、骨材の最大粒径を小さくし、連続空隙率及び路面のきめ深さ（MPD）を大きくすることが有効であることがこの分析から推察される。
	また、本推定式と実測値を比較したものを図-5に示す。推定式と実測値は概ね同等の値が得られていることが確認できる。
	車両走行による騒音特性の経年変化等について把握することを目的とし、構内の舗装走行実験場に密粒度舗装（13mmTop）、粗面型小粒径薄層SMA舗装（5mmTop）、ポーラスアスファルト舗装（13mmTop）の3種類の舗装を施工し、5t換算走行輪数80万輪（N5交通で8年分に相当）まで載荷車両により促進載荷した際の騒音測定及びわだち掘れ量調査を実施した。試験舗装断面を図-6に示す。
	粗面型小粒径薄層SMA混合物の配合の決定にあたっては、アスファルト量や空隙率を変化させた路面を試験施工し、ポーラスアスファルト舗装に近い表面のきめが得られる配合とした。その結果、通常橋面の防水層に用いられているSMAよりも骨材粒度はやや荒目とし、また、目標空隙率は防水層に適用されている「防水SMA（2～3％）」よりも大きく（5%）している。
	騒音測定は、普通タイヤによるタイヤ/路面騒音測定法（舗装調査・試験法便覧S027-1T）により、わだち掘れ量は横断プロフィルメータを用いた方法（舗装調査・試験法便覧S030）により行った。
	図-7にタイヤ/路面騒音の推移を示す。初期（10万輪走行時、N5交通1年経過程度）においては、密粒度舗装に比べて最も騒音低減効果が大きいのはポーラスアスファルト舗装である。粗面型小粒径薄層SMAはポーラスアスファルト舗装には及ばないものの、騒音低減効果を有することが確認できた。
	走行輪数の増加に伴い騒音値はすべての舗装において増加する傾向であるが、ポーラスアスファルト舗装ではその増加（騒音低減効果の消失）の度合いが大きい。それに比べ、粗面型小粒径薄層SMAでは80万輪走行後（N5交通で8年経過程度）は、ポーラスアスファルト舗装よりも騒音値が小さくなる結果となった。これは、粗面型小粒径薄層SMAは騒音低減効果の持続性があることを示唆するものである。
	図-8に横断プロフィルメータにて測定した各舗装のわだち掘れ量の推移を示す。
	すべての舗装路面において、経時変化とともにわだち掘れ量の増加がみられるが、粗面型小粒径薄層SMAのわだち掘れ量は、他の舗装よりも小さく10mm程度であった。
	通常のSMA舗装は粗骨材のかみ合わせ効果等により塑性変形抵抗性に優れる舗装であるが、今回検討した粗面型小粒径薄層SMAにおいても同様に塑性変形抵抗性に優れた効果が得られた。

